




巻

第．
 

2

拾
遺
集
一
春
「
平
定
ふ
ん
が
家
の
歌
合
に
詠
み
侍

り
け
る
、
壬
生
忠
＊
」
（
一
）
。
六
帖
一
・
忠
ヰ
集
・

拾
遺
抄
•
前
十
五
番
歌
合
・
金
玉
な
ど
に
も
。
九
品
和

歌
に
上
品
上
。
和
漠
、
立
春
、
第
五
句
「
け
ふ
は
み
ゆ
ら

む」。

0
い
ふ
ば
か
り
に
や
ー
い
う
だ
け
で
か
。

3
拾
遺
集
一
春
「
冷
泉
、
院
の
御
屏
風
の
ゑ
に
梅
の

花
あ
る
家
に
ま
ら
う
ど
き
た
る
所
、
平
兼
盛
」

（
一
立
）
。
拾
遺
抄
ほ
ぽ
同
。
新
撰
朗
詠
・
三
十
六
人
撰
な

ど
に
も
。

0
我
や
ど
ー
わ
が
や
。

4

古
今
三
夏
、
一
＝lH
、
左
注
に
「
あ
る
人
の
い
は
く
、
人

ま
ろ
が
也
」
。
柿
本
集

t
ど
に
も
。
↓
補
。

0
池
の

藤
波
ー
池
の
ほ
と
り
（
中
品
で
あ
ろ
う
）
の
藤
の
花
。
波

は
池
の
縁
語
。

0
何
時
か
来
陪
か
ん
ー
い
つ
来
て
な
く

だ
ろ
う
か
。
待
っ
気
持
を
表
わ
す
。
新
撰
和
歌
ニ
・
六

帖
六
（
人
麿
）
、
第
五
句
「
い
ま
や
来
な
か
む
」
。

古
今
四
秋
上
、
藤
原
敏
行
、
一
究
。
新
撰
和
歌
一
・
六

帖
一
・
和
漢
、
立
秋
・
敏
行
朝
臣
集
・
三
十
六
人

5
 

撰
に
も
。
新
撰
万
葉
下
、
第
五
句
「
被
鷲
計
留
〈げ

i.〉」。

0

さ
や
か
に
ー
は
っ
き
り
と
は
。
0
れ
—
自
発
。

信
明
(
"
b
b

亀
）
集
「
御
屏
風
の
絵
に
紅
葉
散
り
た
る

を
見
る
人
々
」
。
新
古
今
六
冬
、
源
信
明
、
発
一
。
和

6
 

漢
、
風
に
も
。

0
月
か
げ
に
1
月
の
光
の
中
に
。

7

後
撰
八
冬
、
題
知
ら
ず
、
詠
み
人
知
ら
ず
、
g

翌
。
六

帖
一
・
和
漠
、
初
冬
な
ど
に
も
。

0
降
り
み
降
ら

ず
み
ー
降
っ
た
り
降
ら
な
か
っ
た
り
。

8
古
今
十
九
誹
諧
歌
、
伊
勢
‘
10~
1、初
句
「
な
に
は

な
る
」
（
六
帖
三
・
伊
勢
集
・
三
十
六
人
撰
な
ど
こ

れ
を
踏
襲
）
と
あ
る
が
、
こ
の
＾
の
歌
詞
は
初
句
も
金
玉

に
一
致
、
同
集
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
0
津
の

国
ー
摂
津
の
国
。

0
長
柄
の
橋
ー
淀
川
の
支
流
長
柄
川

に
か
け
た
も
の
。
老
い
朽
ち
て
老
い
の
た
と
え
に
用
い

ら
れ
て
い
た
長
柄
の
橋
さ
え
も
。
↓
補
。

0
尽
く
る
な

り
ー
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
流
失
し
去
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
元
永
本
な
ど
「
つ
く
る
め
り
」
。

1

そ
よ
、

冬

5

そ
よ
、
秋
知
ぬ
と
配
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
釈
に
ぞ
釈
炉
れ
ぬ
る

秋
（わ
が
）

（

ふ

ぢ
）
な
み
さ

4

そ
よ
、
我
や
ど
の
池
の
藤
波
疾
き
に
け
り
山
ほ
と
4
ぎ
す
粋
野
か
知
平
か
ん

夏
（わ
が
）

た

え

み

＂

か

き

3

そ
よ
、
我
や
ど
の
梅
の
立
ち
枝
や
見
え
つ
ら
ん
思
ひ
の
外
に
君
が
来
ま
せ
る

た

よ

し

の

A

け

さ

み

2

そ
よ
、
春
立
つ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
み
吉
野
の
山
も
か
す
み
て
今
朝
は
見
ゆ
ら
ん

春

-
＝
四
一

よ

（

ち

ょ

）

（

ひ

と

）

た
び

ち

り

君
が
代
は
千
世
に
一
度
ゐ
る
座
の
白
雲
か
4

る
山
と
な
る
ま
で

祝^

七長
歌
十
首

一
本
巻
末
に
本
抄
命
名
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
の

解
説
が
あ
る
（
三
四
五
頁
注
一
）
。

―
-
「
た
が
う
た
」
。
古
今
十
九
雑
体
の
部
の
長
歌
の
前

に
「
短
歌
」
と
誤
り
記
し
て
以
来
、
長
歌
を
短
歌
と
言

い
短
歌
を
長
歌
と
言
う
こ
と
が
行
な
わ
れ
、
藤
原
沼
輔

の
奥
儀
(
t
)抄
•
藤
原
俊
成
の
古
来
風
体
抄
に
も
そ
の

論
が
見
え
る
。
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
今
様
歌
謡
が
短
歌

体
の
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
呼
び
方
が
歌
謡

名
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
梁
塵
曲
惣
目
録
（
綾
小
路
信
俊
）
に
「
小
柳
故
(
3
)

小
柳
〈
此
等
皆
号
ー
ー雑
歌
―
〉
」
。
古
は
小
に
当
た
る
仮
名
。

g

今
様
歌
謡
中
、
最
狭
義
の
今
様
で
単
に
今
様
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
。
他
の
こ
れ
と
類
似
の
歌

謡
と
区
別
す
る
た
め
に
「
只
(

5

)

の
今
様
」
「
常
の
今

様
」
と
呼
ば
れ
た
り
し
た
。

＝
・
六
四
季
・
ニ
季
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
首
中
に
四
季
・

二
季
を
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。

七
短
歌
体
で
初
め
に
「
そ
よ
」
の
は
や
し
詞
を
と
る
。

十
首
共
後
の
新
古
今
を
含
む
勅
撰
集
な
ど
に
見
え
る
純

貴
族
趣
味
の
歌
。

＾
日
本
の
芸
能
に
は
祝
言
の
歌
に
始
め
る
伝
統
が
あ

り
、
当
時
の
白
拍
子
舞
な
ど
も
こ
れ
に
よ
っ
た
。
↓
一
注
。

そ
ょ
ー
は
や
し
詞
。
後
拾
遺
七
賀
「
三
条
，
院
み

ー
こ
の
み
や
と
申
し
け
る
時
、
帯
刀
(
i
い
）
の
陣
の
歌

合
に
よ
み
侍
り
け
る
、
大
江
嘉
言
(
3
3
)

」（
B

究
）
。
帯
刀

の
陣
は
春
宮
(a”)
坊
侍
衛
の
士
の
い
る
所
。
新
撰
朗
詠

に
も
。
弁
内
侍
日
記
に
利
用
し
て
謡
う
場
面
。
晉
我
七
、

母
の
勘
当
宥
(
”
)
さ
る
る
事
に
、
五
郎
が
こ
の
祝
歌
を

謡
い
舞
っ
た
と
す
る
。

0
千
世
に
一
度
ゐ
る
塵
の
ー
千

年
に
一
度
地
に
お
ち
つ
き
と
ま
る
塵
が
積
も
り
積
も
っ

て
。
↓
補
。
こ
れ
を
開
巻
第
一
に
す
え

「
ゐ
る
塵
」
に

秘
抄
の
「
梁
艇
」
の
意
を
寄
せ
た
祝
言
と
し
た
も
の
。

怨
廿
首

別

四

首

雑

誌

芸

m

一
、
一
季
八
首
祝
八
首
月
九
首

梁

駆

秘

抄

患
十
四
首

春

十

三

首

夏

七

首

秋

十

五

首

冬

九

首

―――
 
古
柳
舟
四
首

二

長
歌
十
首

梁
塵
秘
抄
倦
第
一

思
十
二
首

五
四
季
八
首

ゲ
様
二
百
六
十
五
首

三
四

0



......----

≫倦

第

3
押
小
路
本
、
歌
頭
に

0
印
。
歌
枕
の
物
尽
く
し
。

1

0
歌
枕
ー
伝
統
的
に
取
り
立
て
て
和
歌
に
詠
み
入

れ
用
い
ら
れ
た
語
句
o

↓
補
゜

0
佐
保
姫
ー
奈
良
山
の

東
、
佐
保
山
の
女
神
で
、
春
を
鏃
り
な
す
女
神
。
西
、

竜
田
山
の
女
神
竜
田
姫
の
秋
を
織
り
な
す
の
に
対
す
る
。

〇
翁
草
ー
白
頭
翁
と
も
書
く
。
白
毛
で
お
お
わ
れ
、
春

先
暗
赤
紫
色
の
六
弁
花
が
咲
く
。
花
後
花
柱
が
成
長
し

て
白
毛
が
銀
髪
を
な
び
か
せ
る
趣
が
あ
る
。

物
は
尽
く
し
。
次
の
「
歌
人
は
尽
く
し
」
に
相
対

4
 
ー
す
る
。
一
突
．
g

塁
の
顆
。

0
聞
く
に
・
・
・
集
は
ー
そ

れ
を
聞
く
と
、
面
白
い
、
い
い
な
と
思
わ
れ
る
和
歌
の

収
め
ら
れ
て
い
る
集
は
。

0
後
撰
古
今
拾
遺
抄
…
ー
勅

撰
集
・
私
撰
集
•
特
殊
の
集
・
歌
合
を
和
歌
集
と
し
て

選
び
排
列
し
た
も
の
。
和
漢
は
、
単
に
朗
詠
集
と
も
称

せ
ら
れ
た
（
江
（
廷
談
抄
）
。
こ
こ
で
は
漢
詩
文
の
句
に

配
し
て
あ
る
和
歌
を
対
象
と
し
て
い
う
。
集
の
選
択
を

通
じ
て
藤
原
公
任
(
"
i
)

を
権
威
と
す
る
当
時
の
意
見
が

表
わ
さ
れ
て
い
る
。
↓
補
。

5
歌
人
は
尽
く
し
で
、
前
歌
の
「
歌
集
は
尽
く
し」

ー
に
相
対
す
る
。
↓
補
。

0
め
で
た
き
は
ー
賞
賛
す

べ
き
人
は
。
も
て
は
や
し
た
い
人
は
。

0
人
丸
ー
万
葉

歌
人
柿
本
人
麿
。
古
今
「
人
ま
ろ
」
「
人
丸
」
、
拾
遺
集

以
下
に
も
「
柿
本
人
丸
」
。
0
遍
昭
ー
遍
照
と
も
書
く
。

俗
名
良
谷
宗
貞
（
阻
社
。
）
。
左
近
衛
少
将
・
蔵
人
頭
に

も
な
っ
た
が
、
仁
明
天
皇
の
崩
御
に
あ
い
出
家
、
花
山

僧
正
。
小
野
小
町
と
共
に
古
今
序
の
六
歌
仙
に
数
え
ら

れ
、
小
町
と
の
贈
答
歌
は
後
撰
に
も
出
、
大
和
物
語
の

彼
の
悲
痛
な
出
家
を
説
話
化
し
た
物
語
に
も
見
ら
れ
る
。

0
道
命
ー
藤
原
道
綱
の
子
、
比
叡
に
登
り
慈
慧
(
“
)
大

師
良
源
の
弟
子
と
な
り
、
法
華
経
證
誦
の
声
の
め
で
た

さ
は
今
昔
な
ど
に
見
え
る
。
赤
染
衛
門
と
の
贈
答
歌
も

あ
る
が
、
宇
治
拾
遺
・
古
事
該
•
著
聞
集
な
ど
に
和
泉

式
部
と
の
ロ
マ
ン
ス
を
伝
え
る
。
道
命
阿
閻
梨
(
”
江
）
集

が
あ
る
。

忠
本
、
遍
昭
道
命
和
泉
式
部

（

ひ

と

さ

ろ

）

を

の

4

こ
文
も

1
5
0
和
歌
に
す
ぐ
れ
て
め
で
た
き
は
、
人
丸
赤
人
小
野
の
小
町
、

み

つ

わ

み

ぶ

射
恒
貫
之
壬
生
の

帖
前
後
の
十
五
番

か

へ

か

り

蹄
る
雁

13 

（
は
じ
め
）

春
の
初
の
歌
枕
、

よ

し

の

9
ぐ
ひ

す

さ

ほ

ひ

め

を

き

た

ぐ

さ

霞
た
な
ぴ
く
吉
野
山
、
鶯
佐
保
姫
象
草
、

み
~

花
を
見
す
て
て

い

の

も

た

が

4

が
命
ぞ
長
か
ら
ん

は

る

＜

1
2
0
新
年
春
来
れ
ば
、

か

ど

た

門
に
松
こ
そ
立
て
り
け
れ
、

い

は

會

み

松
は
祝
ひ
の
も
の
な
れ
ば
、
君

―――
 

春

十

四

首

――
 
今
様
二
百
六
十
五
首

袖
中
抄
十
に
「
又
古
歌
に
云
」
と
し
て
掲
げ
解
説
。

〇
罷
の
清
水
ー
京
都
市
左
京
区
大
原
町
、
寂
光
院

9
.
 

東
南
の
泉
。
↓
補
。

0
す
ま
ば
ー
「
澄
ま
ば
」
に
「
住

ま
ば
」
を
か
け
る
。

0
面
変
は
り
ー
顔
つ
き
の
か
わ
る

こ
と
。
〇
古
今
八
離
別
、
貫
之
、
B
O
B
。
拾
遺
集
十
九
雑
恋

「
し
が
の
山
ご
え
に
て
女
の
山
の
井
に
手
あ
ら
ひ

ー
む
す
び
て
の
む
を
み
て
、
貫
之
」
(
-
=
-
―
-
＾
）
。
貫
之
集
十

（
飼
書
、
拾
遺
集
と
ほ
ぼ
同
）
•
新
撰
和
歌
三
・
六
帖
ニ

に
も
。

•

第
三
句
ま
で
は
「
飽
か
で
」
を
導
く
序
゜
▽
す

く
い
上
げ
る
手
か
ら
落
ち
る
し
た
た
り
に
浅
い
水
底
が

じ
き
濁
っ
て
し
ま
っ
て
、
た
か
な
か
満
足
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
を
序
に
、
満
足
す
る
と
こ
ろ
ま
で
も
行
か
ず

心
残
り
の
ま
ま
別
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
嘆
く
意
。
↓
補
。

ー
原
本
の
面
影
を
伝
え
る
た
め
に
左
の
一
首
ま
で
は

そ
の
ま
ま
に
写
し
た
も
の
。
曲
名
「
古
柳
」
も
、
古
柳

の
代
表
的
歌
詞
（
口
伝
集
十
四
六
二
頁
）
の
一
一
の
歌
同

に
よ
る
か
。
↓
補
.

• 

ー
は
や
し
詞
を
省
く
と
「
小
柳
に
、
下
が
り
藤
の
花
、

咲
き
匂
ゑ
け
れ
、
睦
れ
戯
れ
、
う
ち
靡
き
、
・

青
柳

ーの
、
い
と
ぞ
め
で
た
き
」
。
↓
補
。

0
い
と
ぞ
め
で
た

き
ー
実
に
い
い
な
。
「
い
と
」
に
、
柳
の
「
き
（
枝
）
を

か
け
た
。

―
―
梁
塵
曲
惣
目
録
以
下
、
員
数
の
増
加
を
伝
え
る
。

↓
補
゜
三
目
録
よ
り
一
首
増
。
今
様
の
抄
出
十
首
中
、
第
一

は
春
の
首
歌
、
第
二
は
同
じ
く
春
中
の
も
の
を
第
三
と

の
間
に
後
か
ら
補
っ
て
記
入
し
た
も
の
、
第
三
以
下
の

四
首
は
維
か
ら
の
抄
出
か
。
後
の
四
首
は
秘
抄
二
、
法

文
，
歌
か
ら
抄
出
し
た
も
の
か
。

2

新
年
春
来
れ
ば
ー
新
年
で
一
度
切
れ
る
。

0
門
に

松
こ
そ
立
て
り
け
れ
ー
「
立
て
り
」
は
状
態
、

r
け
り
」
は
詠
嘆
。
↓
補
。

0
長
か
ら
ん
ー
「
長
く
あ
る

ら
む
」
の
約
。
「
ぞ
」
の
係
り
を
う
け
る
連
体
形
結
び
。

な
、
そ
よ
な是

以
下
略
＞
之

e

“

し
ん
を
ん

u
o
聞
く
に
を
か
し
き
和
歌
の
集
は
、
後
撰
古
今
拾
逍
抄
、
新
撰
金
玉
朗
詠
集
、
六

三
四
―
―
―

れ
配
和
、
や
、
う
ち
配
き
よ
な
、
訳
霰
が
や
、
や
、

い
と
ぞ
め
で
た
き
や
、
な
に

11

そ
よ
や
、

．
 

こ
や
た
ぎ

小
柳
に
よ
な
、

さ

は

た

下
が
り
藤
の
花
や
な
、

さ

U
を

咲
き
匂
ゑ
け
れ
、

む
っ

ゑ
り
な
、
睦

春

五

首

苗
町
舟
四
首

む

す

て

し

づ

く

4

ご

あ

わ

か

10

そ
よ
、
掬
ぶ
手
の
雫
に
濁
る
山
の
井
の
飽
か
で
も
人
に
別
れ
ぬ
る
か
な

梁

塵

秘

抄

，
そ
よ
、

＊
ぼ
ろ

し

み

づ

よ

あ

み

お

も

が

大
原
や
朧
の
消
水
世
に
す
ま
ば
又
も
逢
ひ
見
ん
面
愛
は
り
す
な

8

そ
よ
、

6

そ
よ
、

つ

く

に

な

が

ち

ほ

し

つ

・・

い

重

（

わ

が

）

た

に

A

た
と

津
の
園
の
長
柄
の
橋
も
盛
く
る
な
り
今
は
我
身
を
何
に
替
へ
ん

雑

三
四
二

さ

だ

（

し

ぐ

れ）

（
か
む
）
な

7

そ
よ
、
神
無
月
降
り
み
降
ら
ず
み
定
め
な
き
時
雨
ぞ
冬
の
は
じ
め
な
り
け
る

｀

み

ぢ

（

ふ

き

）

（

や

2
)
を

ろ

し

か

を

ほ
の
人
＼
と
有
明
の
月
の
月
か
げ
に
紅
葉
吹
お
ろ
す
山
涵
の
風
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第

当
来
(11
将
来
）
弥
勒
仏
と
し
て
出
世
す
る
。
（
そ
の
時
は

経
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
が
）
釈
巧
入
減
後
五
十
六
箆

七
千
万
年
を
経
て
こ
の
土
に
出
て
衆
生
を
導
＜
o

↓
補
。

0
程
ー
問
。

0
長
夜
|
凡
夫
が
生
死
（
社
）

に
流
転
し
て

無
明
（
牧
）
の
ね
む
り
の
さ
め
な
い
問
を
い
う
が
、
こ
の

歌
で
は
現
在
を
直
接
わ
れ
わ
れ
衆
生
を
導
く
仏
の
ま
し

ま
さ
ぬ
時
代
と
す
る
意
を
こ
め
る
。

0
法
花
経
の
み
こ

そ
：
・
_
法
華
経
の
功
徳
、
経
力
（
月
）
を
衆
生
を
照
ら

す
大
光
朋
と
し
て
光
源
に
た
と
え
て
い
う
。
「
照
ら
い
」

は
「
照
ら
し
」
の
音
便
。
「
こ
そ
」
を
う
け
て
巳
然
形
に

結
ぷ
o

↓
補
゜

，
法
文
、
歌
云
と
同
歌
。

0
一
仏
・

薬
師

・
弥
陀
↓

ー

補。

0
さ
な
が
ら
ー
そ
の
ま
ま
す
ぺ
て
。

0
大
日

ー
大
日
如
来
の
現
わ
れ
。

o
法
文
，
歌
呈
と
同
歌
。
殻
勝
王
経
捨
身
品
な
ど
に

よ
っ
て
釈
迦
中
心
に
前
生
の
因
緑
説
話
を
う
た
っ

2
 

た。

0
薩
唾
王
子
↓
補
。

0
十
ニ
ー
「
ー
ニ
」
の
訛
誤
゜

ー

法

文

薮
l

-

＝
と
同
歌
、
第
四
句
「
…
仏
と
見
え
た
ま

ふ
」
。
経
、
如
来
寿
嚢
品
に
よ
る
。

0
五
百
艇
点
劫

2
 

ー
は
か
り
知
れ
な
い
久
遠
（
い
“
)
の
た
と
え
。
↓
補
。

一
劉
向
(
a
”
)
別
録
に
「
魯
（
る
）
人
虞
公
、

声
を
発
す

る
こ
と
清
越
、
蓋
（
も
し
梁
塵
を
動
か
す
」
、
列
子
、
場
問

篇
に
「
昔
韓
娘
あ
り
、
東
、
斉
に
ゆ
く
、
糧
に
と
も
し
、

苑
門
を
過
ぎ
、
歌
を
ひ
さ
ぎ
て
食
を
仮
り
、
既
に
し
て

去
る
、
余
音
梁
攘
豆
）
を
続
(

8

)

る
こ
と
―
―
一
日
に
し
て

絶
え
ず
」
と
あ
り
、
杜
氏
通
典
（
マ）
、
楽
五

に
は
こ
れ
を

ま
と
め
て
あ
げ
る
。
懐
風
藻
の
詩
「
歌
声
落
＿ー
梁
臨
」

「
歌
扇
動
ー
ー
梁
愚
こ
、
土
佐
日
記
、
出
発
の
条
「
船
屋
形

の
巖
も
ち
り
」
な
ど
。
す
ぐ
れ
た
歌
声
の
形
容
。

l

一
本
「
物
」
。
-
感
涙
を
自
ら
抑
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
o

g

落
ち
つ
か
な
い
。
＝
す
ぐ
れ
た
歌
謡
の
意

で
命
名
に
用
い
て
あ
る
。
六
「
と
い
う
」

の
意
。
抄
出

者
の
文
章
か
、
抄
出
す
る
原
本
に
あ
っ
た
文
立
に
抄
出

者
が
「
と
云
々
」
を
加
え
た
も
の
か
、
で
あ
ろ
う
。

．巻

六

な
る
べ
し
と
云
々
。

三
四
五

盤iの梁
の磐i塵
響？及t秘
きば抄
にざと
‘，り名
梁名けづ
の’り＜
艇~0 る
起こ犀事
ちく ゜
て 者＝虞グー
三賞め公；
日で韓:
居立感t蛾ガ
ざじと
りてい
け涙三ひ
れおけ
ばさり
ヽ

9五へ ゜
梁；ぬ磐i
の’ばよ
塵：かく
のり妙
秘也に
抄゜し
と謡iて
はひ‘
いけ
ふる

他
人

物
の
名
か
ら
想
像

・
連
想
せ
ら
れ
る
内
容
と
そ
の

物
の
性
質
と
の
食
い
ち
が
い
を
対
比
す
る
見
立
て

6
 
ー
を
含
ん
だ
言
語
的
な
機
智
を
、
対
照
・
構
成
の
技
巧
で

聞
か
せ
る
も
の
。

0
早
ー
今
様
歌
謡
の

一
っ
「
早
歌
」

の
意
、
早
歌
と
し
て
も
謡
わ
れ
る
こ
と
又
は
早
歌
の
部

に
も
出
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
一
七
に
も
、

法
文
，
歌
に
も
あ
る
。
「
は
や
う
た
」
（
口
伝
集
十
四
五

六
頁
）
。
神
楽
の
早
歌
と
は
異
な
る
が
、
や
は
り
謡
い

運
び
が
比
較
的
速
い
か
ら
の
名
称
。

0
消
え
せ
ぬ
ー

「
消
え
る
こ
と
を
せ
ぬ
」
の
意
の
連
体
詞
。
消
え
る
こ

と
が
な
い
。
消
え
な
い
。
「
尽
き
せ
ぬ
（
な
ご
り
）
」
な

ど
の
類
°
↓
補
゜

0
雪
の
島
ー
壱
岐
(
”
)
の
島
に
か
け

た
。
↓
補
。
雪
の
島
と
い
え
ば
い
つ
か
消
え
て
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
そ
う
な
の
に
、
と
い
う
し
ゃ
れ
。
0
螢

こ
そ
・・・
ー
「
点
せ
」
は
、
「
こ
そ
」
を
結
ぶ
「
点
す
」
の

已
然
形
。
↓
補
。
0
巫
烏
ー
記
・
紀
・
和
名
抄
な
ど

「
し
と
と
」
。
す
ず
め
科
の
小
鳥
の
名
。

ひ
ど
く
ぬ
れ
る

さ
ま
に
い
う
別
詞
「
し
と
と
」
を
か
け
た
●
共
に
の
ち

「
し
と
ど
」
と
濁
る
。
↓
補
。

0
一
声
な
れ
ど
ー
た
だ

一
声
し
か
嗚
か
な
く
て
も
、
と
い
う
し
キ
れ
。

ー
補
。

早
↓

K
注゚

0
博
打
ー
「
''.!;!v
う
ち
」
の
約
。
財

物
を
か
け
双
六
の
さ
い
を
ふ
っ
て
勝
負
を
あ
ら
そ

7
 
ーう者
。
↓
癸
七
。

0
平
骰
子
：
．

I
平
さ
い
・
鉄
さ
い
は
、

さ
い
の
名
。
四
三
さ
い
は
、
二
つ
の
さ
い
を
ふ
っ
て
四

の
目
と
＝
一
の
目
と
が
出
る
こ
と
。
↓
補
。
0
文
三
．．
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文
三
大
夫
定
成
、
刑
部
別
当
佐
頼
、
凡
く
は
薄
小
先
生

の
「
は
く
」
の
誤
写
か
。
↓
補
。
打
ち
得
た
者
と
し
て

高
名
の
博
打
を
列
挙
し
た
も
の
。
「
と
か
（
と
か
や
）
」

は
法
文
、
歌
・
四
句
，
神
歌
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。

法
文
，
歌
一
姦
と
同
歌
、
第
二
句
末
「
遥
か
な
り
」
。

る
釈
迦
の
入
滅
を

8
 
ー
慧
光
照
ら
す
こ
と
無
呈
と
見
え

月
が
煕
れ
て
し
ま
っ
た
さ
ま
に
た
と
え
、
慈
氏
の
朝
日

に
対
せ
し
め
る
。
↓
袖
。

0
慈
氏
ー
今
「
じ
し
」
。
弥

勒
（
ぃ
．
）
の
訳
。
今
は
兜
率
(
”
9
)
天
の
内
院
に
あ
る
が
、

あ

な

た

ほ

と

け

な

も
、
彼
方
に
佛
に
成
り
た
ま
ふ

（
し
や
う
が

く
）
な

2
1
0
繹
迦
の
正
覺
成
る
こ
と
は
、

た

び

は

じ

“

`

こ
の
度
初
め
と
思
ひ
し
に
、

0

ぢ
ん
で
ん
ご

上）

五
百
鹿
黙
劫
よ
り

玄

や

む

か

し

（

ぷ

に

ん
）

摩
耶
は
昔
の
夫
人
な
り

（

む

に

）

ホ

ト

ケ

さ

た

わ

9
じ

2
0
0
繹
迦
牟
尼
佛
は
薩
唾
王
子
、

わ
ぅ王、

ジ

ャ

ウ

ポ

ッ

さ

い

そ

一
の
子
、
洋
飯
王
は
最
初
の

み

ろ

く
（
も
ん
じ
ゅ
）

禰
勒
文
殊
は
十
一

ろ
く勒
も
、

（

だ

い

に

ち

）

＊

さ
な
が
ら
大
日
と
こ
そ
聞
け

19 o
(O!il
' t:i~ 

に
記
せ
ど
も
、

如
ば
一
佛
な
り
と
か
や
、

み

薬
師
も
禰
陀
も
繹
迦
禰

て

ば
、
法
花
罷
の
み
こ
そ
照
ら
い
た
ま
へ

ほ
ど
（
ぢ
や

9
や

）

く

ら

入
、
そ
の
程
長
夜
の
闇
き
を

（
じ
）
じ

あ

さ

ひ

之

は

る

1
8
0
繹
迦
の
月
は
配
れ
に
き
、
慈
氏
の
朝
日
は
未
だ
恙
カ

・

（
ひ
や

9
て
さ

い

か

た

さ

い

さ

い

も
の
、
平
骰
子
鐵
骰
子
四
三
骰
子
、

早

ば

く

ち

こ

の

1
7
0
博
打
の
好
む

．

（
も
ん
さ
ん
）
（
ぎ
や

9
)
さ
ん

る
、
文
三
刑
―
―

-n心
、
清
次
と
か

た

（
か
）

9

え

そ
れ
を
ば
誰
れ

□

打
ち
得
た

と
り

ぬ
鳥
か
な
、

ひ
と
こ
ゑ

一
盤
な
れ
ど
千
鳥
と
か

g
 

16

叉
叫
に
町
え
せ
ぬ
雪
の
記
ヽ
釦
ご
町
え
せ
ぬ
火
は
が
、
配
鳥
と
い
へ
ど
濡
れ

梁

塵

秘

抄

-
＝
四
四




